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私たちは、信頼される地域医療支援病院として、
医療を通じて地域社会に貢献します。

１．患者さんの権利を尊重し、信頼される高次救急
　  医療の確立をめざします。
２．職員が互いに尊重しあう職場づくりをめざし、
    チーム医療の充実に努めます。

１．良質な医療を公平に受ける権利があります。
２．自分の病気について納得するまで充分な説明
　 を受け、その上で検査や治療を選択するととも
   にその医療機関を決定する権利があります。
３．個人の情報は保護される権利があります。
４．自分の診療について知る権利があります。

基 本 理念

基 本 方針

患者さんの権利

川内
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C a t t l e y a

　平成19年３月19日付けで当院は第
三者機関である㈶日本医療機能評価
機構による病院機能評価で病院の環
境・施設・医療サービスの質、看護のレ
ベルなどの審査基準をクリアし、平成
15年に引き続き認定を受けました。今
後も職員一同、さらに病院機能の質の
向上に努めてまいります。

病院機能評価 Ver.5 認定 !!

C O N T E N T S

第一回北薩がんネットワーク

新人さん紹介／ナースステーション

部門レポート第一回　ちゅうりっぷ園

ご意見箱／トピックス

レシピ／リレーエッセイ

特集　電子カルテレベルアップ
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当
院
の
電
子
カ
ル
テ
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
シ
ス

テ
ム
が
陳
腐
化
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
定
期
的
に
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
・
機
能
追
加
を
行
い
、
常
に
最
新
の
シ
ス
テ

ム
環
境
を
維
持
し
て
い
く
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

当
院
と
同
一
機
種
の
電
子
カ
ル
テ
を
使
用
し
て
い
る

ユ
ー
ザ
ー
が
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
ほ
し
い
内
容
を
担

当
Ｓ
Ｅ
に
提
示
し
、
そ
れ
を
開
発
側
と
、
ユ
ー
ザ
ー
の

代
表
が
作
る
ユ
ー
ザ
ー
会
の
中
で
検
討
し
、
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
項
目
を
提
示
す
る
。
こ
の
内
容
を
全
国
の
ユ
ー

ザ
ー
が
投
票
し
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
項
目
を
決
定
す
る
。

決
定
さ
れ
た
内
容
を
メ
ー
カ
ー
側
が
開
発
し
、
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
ユ
ー
ザ
ー
会
は

「
利
用
の
達
人
」
と
言
い
、『
会
員
相
互
に
よ
る
情
報
提

供
、
交
換
、
検
討
を
通
じ
、
進
化
す
る
電
子
カ
ル
テ
シ

ス
テ
ム
と
そ
の
利
用
方
法
を
追
求
し
、
さ
ら
に
は
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
指
そ
う
と
す
る
団
体
』
と

う
た
っ
て
い
る
。
こ
の
会
は
総
会
の
開
催
、各
分
科
会
、

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
以
下
Ｗ
Ｇ
）
の
検
討
会
を
実

施
し
、レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
内
容
の
検
討
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｗ
Ｇ
の
具
体
例
と
し
て
、「
注
射
Ｗ
Ｇ
」「
看
護
Ｗ
Ｇ
」「
パ

ス
Ｗ
Ｇ
」「
患
者
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
Ｗ
Ｇ
」「
運
用
に
関
す

る
Ｗ
Ｇ
」「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
Ｗ
Ｇ
」
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
Ｗ
Ｇ
は
ユ
ー
ザ
ー
の
代
表
が
検
討
し
研
究
活

動
の
発
表
を
行
っ
て
い
る
。

　

当
院
で
は
、
電
子
カ
ル
テ
稼
働
か
ら
、
約
１
年
が
過

ぎ
た
。
今
年
７
月
下
旬
初
め
て
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
時

期
を
迎
え
た
。
今
回
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
は
、
現
在
の
電

子
カ
ル
テ
「
Ｖ
０
３
」
か
ら
「
Ｖ
０
４
」
へ
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
で
あ
る
。
最
大
の
目
玉
は「
レ
ス
ポ
ン
ス
改
善
」

と
言
い
、
画
面
が
開
く
速
さ
の
短
縮
化
で
あ
る
。
こ
れ

が
改
善
す
る
事
で
、
使
用
感
は
随
分
ス
ム
ー
ズ
に
感
じ

ら
れ
る
。
各
使
用
項
目
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
内
容
が
あ
る
。
パ
ス
作
成
も
現
在
よ
り
使
用
し
や
す

く
な
る
。
今
回
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
は
ま
だ
充
分
と
は

感
じ
ら
れ
な
い
が
「
Ｖ
０
５
」
に
な
る
と
さ
ら
に
内
容

が
充
実
し
そ
う
で
あ
る
。

　

毎
年
こ
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
く
事

に
な
る
。
し
か
し
、
電
子
カ
ル
テ
は
、
万
能
で
は
な
い
。

あ
く
ま
で
道
具
で
あ
る
。生
き
物
で
は
な
く
、人
が
使
っ

て
、
使
い
こ
な
し
て
行
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

使
い
方
を
間
違
え
れ
ば
、
う
ま
く
動
か
な
い
。
使
う
個

人
が
そ
の
使
用
方
法
を
理
解
し
、
統
一
し
た
運
用
方
法

で
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
最
近
し
ば

し
ば
見
か
け
る
「
こ
ん
な
運
用
で
は
な
か
っ
た
は
ず
」
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0111010011110100100
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1100100101111110010
1010001010010010010
0010010100001000100
1001010010100100100
1110010101100100100
1111100100100010001
0010101111100100100
0100101000010001001
0010100101001001001
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0100111101001001001
0011100110101011100
1001011111100101010
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0000010010010011111
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電
子
カ
ル
テ

　
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

○
電
子
カ
ル
テ
と
は
？

　

電
子
カ
ル
テ
と
は
、簡
単
に
表
す
と
患
者
さ
ん
の
病
状
や
検
査
結
果
、そ
の
時
の
処
置
、薬
の
内
容
な
ど
、

診
療
・
看
護
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
電
子
的
に
記
録
・
保
存
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
１
９
９
９
年
に
厚

生
省
（
当
時
）
が
「
診
療
録
等
の
電
子
媒
体
に
よ
る
保
存
に
つ
い
て
」
の
通
知
を
出
し
、
そ
れ
ま
で
紙
に

書
い
て
い
た
カ
ル
テ
（
診
療
録
）
を
電
子
的
に
保
存
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

当
院
で

は
平
成
19
年
５
月
１
日
よ
り
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
、
今
回
初
め
て
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
行
っ
た
。

と
い
う
電
子
カ
ル
テ
の
操
作
方
法
や
、
使
用
方
法
。
ま

た
い
つ
の
ま
に
か
書
か
れ
、
置
き
去
り
に
な
っ
た
指
示

内
容
。
電
話
連
絡
は
電
子
カ
ル
テ
だ
か
ら
こ
そ
必
要
な

の
で
あ
る
。
ど
こ
か
ら
で
も
、
誰
で
も
情
報
を
得
ら
れ

る
事
、そ
の
最
大
の
利
点
が
、何
よ
り
当
院
の
患
者
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
期
待
し
た
い
。

電
子
カ
ル
テ
コ
ア
メ
ン
バ
ー　

長
井
・
久
保
・
萩
原

特　集
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演
題
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

① 　
「
Sr–

８
９
で
の
骨
転
移
治
療
」

　

済
生
会
川
内
病
院
放
射
線
科　

小
野
原
信
一
他

② 　
「
進
行
の
早
い
術
後
大
腸
が
ん
の
１
例
」

　

川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院
放
射
線
科　

三
木
徹
生
、
他

③ 　
「
緩
和
病
棟
開
棟
５
ヶ
月
を
経
過
し
て
（
そ
の
現
状
に
つ
い
て
）」

　

阿
久
根
市
民
病
院
外
科　

今
村
博

④　

 「
20
代
女
性
、
若
年
者
末
期
胃
が
ん
患
者
の
緩
和
医
療
の
経
験
」

　

阿
久
根
市
民
病
院
緩
和
ケ
ア
病
棟

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
「
が
ん
対
策
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
参
議
院
本
会
議
で
、
自
ら
の
が
ん
告
白
を
行
っ
た
亡
山

本
孝
史
議
員
の
訴
え
が
強
く
影
響
し
た
法
案
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
概

要
を
示
す
。

【
が
ん
対
策
基
本
法
】

●
　
が
ん
予
防
及
び
早
期
発
見
の
推
進

　

◆ 

が
ん
予
防
の
推
進

　

◆ 

が
ん
検
診
の
質
の
向
上
等

●
　
が
ん
医
療
の
均
て
ん
化
の
促
進
等

◆ 

専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
医
師
そ
の
他
の
医
療
従
事

者
の
育
成

　

◆ 

医
療
機
関
の
整
備
等

　

◆ 

が
ん
患
者
の
療
養
生
活
の
質
の
維
持
向
上

　

◆ 

が
ん
医
療
に
関
す
る
情
報
の
収
集
提
供
体
制
の
整
備
等

● 

研
究
の
推
進
等

　

◆ 

が
ん
に
関
す
る
研
究
の
促
進

　

◆ 

研
究
成
果
の
活
用

　

◆ 

医
薬
品
及
び
医
療
機
器
の
早
期
承
認
に
資
す
る
治
験
の
促
進

　

◆ 

臨
床
研
究
に
係
る
環
境
整
備

　

そ
の
中
で
、「
均
て
ん
化
」と
い
う
言
葉
が
一
つ
のkey w

ord

に
な
っ

て
い
る
。
現
在
が
ん
は
、
日
本
人
の
３
人
に
１
人
が
そ
れ
で
死
亡
す
る

と
い
う
、
決
し
て
稀
な
疾
患
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
様
な
疾
患

に
罹
患
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
鹿
児
島
市
や
関
東
と
い
っ
た
遠
方
の
大
き

な
病
院
に
ま
で
行
か
な
く
て
も
、
日
本
中
何
処
に
住
ん
で
い
て
も
、
標

準
的
な
治
療
が
受
け
ら
れ
る
体
制
を
各
地
域
で
構
築
し
ま
し
ょ
う
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
手
術
や
放
射
線
治
療
・
抗
が
ん

剤
治
療
は
勿
論
の
こ
と
、
予
防
医
学
、
緩
和
医
療
、
在
宅
医
療
に
ま
で

及
ん
で
い
る
。
こ
う
い
っ
た
内
容
に
法
的
効
力
を
持
た
せ
た
上
で
進
め

て
行
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
が
、
今
回
の
「
が
ん
対
策
基
本
法
」
施

行
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
川
薩
地
区
に
お
い
て
、
ど
の
様
な
が
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
っ
て
い
く
か
。
こ
の
地
区
で
完
結
で
き
る
、
が
ん
医
療
体
制
を

作
っ
て
行
く
た
め
に
は
、
我
々
あ
る
い
は
当
院
は
何
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
？
阿
久
根
市
民
病
院
は
本
年
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
開
設
し
た
。

済
生
会
川
内
病
院
は
以
前
よ
り
放
射
線
治
療
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
か

ら
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
と
い
う
核
医
学
領
域
の
転
移
性
骨
腫
瘍
に
有
効
な

治
療
が
可
能
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
・
利
点
を
生
か
し
た
診
療
を

さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
報
告
・
発
表
も
あ
っ
た
。

当
院
へ
の
紹
介
患
者
は
、
脳
神
経
関
係
の
み
な
ら
ず
、
が
ん
患
者
も
か

な
り
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
現
代
の
医
療
に
於
い
て
、
重
病
の
大
半
が
１
施

設
で
完
結
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
・
在
宅
医
・

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な 

ど
、
様
々
な
医
療
機
関
の
パ
ワ
ー
を
コ
ー

デ
イ
ネ
ー
ト
し
て
使
い
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
連
携
の
充
実
な
く
し
て
、

そ
の
医
療
は
充
足
を
み
な
い
。

　

今
回
は
１
回
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
阿
久
根
市
民
病
院
の
今
村
博

副
院
長
、
済
生
会
川
内
病
院
の
小
野
原
信
一
副
院
長
と
三
木
の
合
議
に

よ
っ
て
３
施
設
の
み
の
合
同
検
討
会
を
開
催
し
た
。
今
後
は
３
施
設
持

ち
回
り
で
定
期
的
な
開
催
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
ま
た
各
施
設
の
見
学

会
や
随
時
講
師
を
招
い
た
研
修
会
も
検
討
中
で
あ
る
。
課
題
は
現
時
点

で
は
整
理
さ
れ
て
い
な
い
が
、
多
岐
に
わ
た
る
だ
ろ
う
。
今
回
は
緩
和

ケ
ア
病
棟
の
話
題
を
は
じ
め
、
緩
和
医
療
に
ま
つ
わ
る
話
題
が
多
か
っ

た
が
、
今
、
思
い
つ
く
だ
け
で
も
以
下
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
。

◉ 

化
学
療
法
、
特
に
外
来
化
学
療
法
の
運
用

◉ 

放
射
線
治
療
・
Sr
の
適
応
患
者
に
ま
つ
わ
る
問
題

◉ 

在
宅
へ
の
移
行
、
あ
る
い
は
在
宅
で
の
看
取
り
が
ど
こ
ま
で
可
能
か

◉ 

が
ん
医
療
に
お
け
る
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
と
の
連
携
の
あ
り
方

◉ 

が
ん
難
民
対
策

　

今
後
は
、
開
業
医
の
先
生
方
や
ス
タ
ッ
フ
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
参
加
も
呼
び
か
け
る
必
要
性
が
あ
る
一
方
、
今
回

56
名
と
多
数
参
加
し
て
頂
け
た
が
、
そ
の
継
続
参
加
に
対
す
る
支
援
も

必
要
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
北
薩
地
区
の
が
ん
医
療
充
実
を
考
え
る
と
き

に
、
こ
の
様
な
会
が
で
き
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、
今
後

益
々
施
設
間
の
連
携
を
深
め
、
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
る

次
第
で
あ
る
。
皆
様
の
各
立
場
で
の
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

第
一
回
北
薩
が
ん
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
症
例
検
討
会
報
告

が
ん
対
策
基
本
法
施
行
に
伴
っ
た
動
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院　

放
射
線
科　

三　

木　

徹　

生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時　
　

平
成
20
年
６
月
６
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

場
所　
　

川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院　

２
階
会
議
室

参
加
者　

56
名

　

□ 

阿
久
根
市
民
病
院
15
名

　
　
　
（
医
師
２
名
、
看
護
師
６
名
、
コ
メ
デ
イ
カ
ル
７
名
）

　

□ 

済
生
会
川
内
病
院
13
名

　
　
　
（
医
師
４
名
、
看
護
師
４
名
、
コ
メ
デ
イ
カ
ル
５
名
）

　

□ 

川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院
28
名

　
　
　
（
医
師
４
名
、
看
護
師
９
名
、
コ
メ
デ
イ
カ
ル
15
名
）



2 0 0 8 　 S U M M E R

川内市医師会立市民病院　❹

新人さん、いらっしゃ〜い
４月〜6月までに私達の仲間となった

スタッフ29名をご紹介します。

どうぞよろしくお願いします。

　平成 20 年 4 月 1 日付で、泌尿器科に
川畑先生の後任として赴任いたしました。
平成 10 年に鹿児島大学を卒業、同年鹿児
島大学泌尿器科に入局しました。こちら
に赴任する以前は 2 年間鹿児島大学の大
学院に在籍し分子生物学の分野での研究
を行い、開業医の先生の下、外来診療に
当たりながら週 1 回、都城病院で手術に

参加するという生活を送っていました。3 年前、済生会川内病院に勤務し
ていたことがあり薩摩川内市の以前同様の生活のしやすさを感じていま
すが、前回と違い今回は一人部長の立場で赴任しており相談できる相手
のいない寂しさと責任を感じています。不慣れな点も多く、皆様に色々
とご迷惑をおかけすると思いますが、ご指導のほどよろしくお願いいた
します。

　平成 20 年 4 月 1 日付けで、平原先生の
後任として脳神経外科に赴任して参りまし
た、平山と申します。
　平成 15 年に鹿児島大学を卒業し、同年
に同大脳神経外科に入局しました。前任地
は種子島の病院でしたが、島という環境も
あってか、何でも屋的な治療に従事してお
りました。精神科疾患から、脳梗塞や脳出
血、頭痛、眩暈、肺炎、突発性難聴 etc・・・川内市民病院は、基本的に
紹介型病院ということもあり、また神経内科の先生方のお力添えもあり、
脳神経外科医としては手術に集中しやすい環境です。地域に貢献しなが
ら、neurosurgeon としての skill を磨いていければと考えております。ど
うぞよろしくお願いいたします。

　平成 20 年４月 1 日付けで、川端隆史先

生の後任として赴任致しました。平成 16

年４月より２年間、卒後臨床研修として

各科をローテンション後、鹿児島大学病

院第３内科に入局し現在、呼吸器疾患に

ついて勉強中です。入局後まだ３年足ら

ずしか経過していないため勉強不足で何かと迷惑をかけることもあるか

もしれませんが、御期待に応えられるように一生懸命頑張りますので御

指導の程、宜しく御願い致します。

一　美　貴　弘

平　山　貴　久

隈　元　朋　洋

泌尿器科医師

脳神経外科医師

呼吸器内科医師

　新たな気持ちで、更なる知識・
技術の向上を求め学習していきた
いです。積極的に学ぶ姿勢をもち
たいです。

箱崎　仁美

３階東病棟
看護師

　覚えることがたくさんあります
が、一生懸命頑張って早く仕事に
慣れていきたいと思います。よろ
しくお願いします。

二又　朋世

栄養科
管理栄養士

　分からないことばかりで緊張の
毎日ですが、一つ一つ学んでいき
一生懸命頑張りますのでよろしく
お願いします。

鶴園　麻弥

３階東病棟
看護師

　分からないことばかりでご迷惑
をおかけすることもあるかと思い
ますが、一生懸命頑張っていきた
いと思いますのでよろしくお願い
します。

奥平　陽子

３階西病棟
看護師

　看護の知識・技術まだまだ未熟
ですが、精一杯頑張っていきたい
と思います。ご迷惑をおかけする
と思いますが、ご指導よろしくお
願いします。

新原　理恵

３階西病棟
准看護師

　新人という事でいろいろ迷惑を
かけると思いますが、よろしくお
願いします。

山下　竜介

３階東病棟
看護師

　４月から入職しました。職場に
も早く慣れ、多くのことを学んで
いきたいと思います。一生懸命頑
張りますのでよろしくお願いしま
す。

成塚　美穂

３階西病棟
看護助手

　新しい環境の中で緊張と不安で
いっぱいでしたが、病棟の皆さん
にアドバイスをもらい毎日が新鮮
です。どうぞよろしくお願いしま
す。

伊高　幸美

４階東病棟
看護師
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　５月から勤務することになりまし
た。笑顔を忘れず、患者様やその御家
族の立場に立った看護を行っていきた
いです。また循環器・呼吸器病棟で学
ぶ事が多く、未熟な部分もありますの
でご指導よろしくお願いします。

橋本香代子

４階東病棟
看護師

　早く職場に慣れ、何事にも積極
的に頑張っていきたいと思います。
分からない事ばかりでご迷惑をか
けると思いますが、ご指導よろし
くお願いします。

小牧　美幸

４階西病棟
看護師

　今回新人として新たなスタート
となり、知識・技術ともにまだま
だ未熟な点が多いので、初心に戻っ
て一から頑張って生きたいと思い
ます。ご指導よろしくお願いしま
す。

倉岡　翠

４階西病棟
看護師

　ブランクがあり、初めての手術
室勤務で分からないことだらけで
すが頑張ります。よろしくお願い
します。

楠木　五月

手術室
看護師

　４月から新人として働かせてい
ただきます。分からないことばか
りでご迷惑をおかけしますが、少
しでも早く仕事に慣れるように頑
張ります。よろしくお願いします。

揚野さやか

４階東病棟
看護師

　分からない事が多く失敗ばかり
の毎日ですが、一生懸命頑張りま
すのでご指導よろしくお願いしま
す。

池田　恵美

４階東病棟
看護師

　日々学ぶ姿勢を忘れず、いつも
明るく元気に一生懸命頑張って生
きたいと思います。また勉強も一
生懸命励んでいきます。分からな
い事ばかりですが、ご指導よろし
くお願いします。

外平　麻梨

４階東病棟
准看護師

　初心を忘れずに自分らしく日々
成長できるように頑張っていきた
いと思います。ご指導よろしくお
願いします。

鷲尾　志保

４階西病棟
看護師

　不慣れなことばかりでご迷惑を
おかけします。一生懸命頑張りま
すので、よろしくお願いいたしま
す。

柿元めぐみ

事務部
入院医事

　早く業務に慣れるように頑張り
ます。まだまだ知らないことばか
りで皆さんにご指導をいただけた
らと思っていますので、気軽に声
をかけて下さい。

唐㟢　由美

薬局
薬剤師

　４月からリハビリ室で勤務する
ことになりました。多くのことを
学び、たくさんの患者様の為にな
りたいと思います。不慣れな事ば
かりでご迷惑かけると思いますが、
よろしくお願いします。

原田　竜治

リハビリ室
理学療法士

　今年度より理学療法士として勤務
することになりました。鹿児島が大
好きで千葉より参りました。多々ご
迷惑おかけすることと思いますが、
高い志を持ち日々精進いたします。
ご指導よろしくお願い致します。

石原　裕介

リハビリ室
理学療法士

　分からないことばかりでご迷惑
をおかけすると思いますが、一生
懸命頑張っていきますのでよろし
くお願いします。

西薗　照美

事務部
放射線助手

　分からない事だらけでいろいろ
とご迷惑をおかけすると思います
が、一日も早く皆様のお役に立て
る薬剤師になれるよう努力いたし
ます。これからよろしくお願いし
ます。

石原　義久

薬局
薬剤師

　早く職場に慣れ、少しでも皆様
のお役に立てるよう頑張ります。
よろしくお願いします。

和田　忠久

薬局
薬剤師

　４月から学生として勤務することにな
りました。分からない事だらけで迷惑をか
けると思いますが、ご指導よろしくお願い
します。今、自分に出来る事を一生懸命し、
また新しい事をたくさん吸収していきた
いと思います。よろしくお願いします。

富川　舞

外来
准看護師

　分からないことばかりでいろい
ろとご迷惑をかけると思いますが、
何事にも積極的に頑張りますので
よろしくお願いいたします。

上城由紀子

回復リハビリ病棟
准看護師

　初めての事ばかりで知識・技術
共に不十分ですが、基礎に戻って
先輩たちから多くのことを吸収し
て学びご迷惑をかけないように精
一杯頑張ります。よろしくお願い
いたします。

横江　悦子

回復リハビリ病棟
准看護師
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●
研
修
日
程
表

【
１
日
目
】

○
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
情
報
提
供
、
収
集
に
よ
る

目
的
達
成
ゲ
ー
ム
）

○
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
事
例
：
人
間
関
係
）

○
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

○
座
談
会
（
現
在
の
自
己
の
悩
み
と
問
題
点
）

【
２
日
目
】

○
ラ
ジ
オ
体
操

○
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
患
者
事
例
）

○
喜
入
牧
場
ミ
ル
ク
工
房
体
験
学
習

○
美
山
陶
芸
体
験

　

新
人
看
護
師
８
名
、
教
育
委
員
10
名
、　

計
18
名

　

ち
な
み
に　

晩
御
飯
の
メ
ニ
ュ
ー
…
…
カ
レ
ー
、

ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
春
雨
ス
ー
プ
で
し
た
。

４
東
病
棟　

池　

田　

恵　

美

　

今
回
の
研
修
で
一
ヵ
月
ぶ
り
に
同
期
の
メ
ン

バ
ー
と
話
を
し
、
み
ん
な
自
分
と
同
じ
よ
う
に

悩
ん
で
い
た
り
不
安
だ
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と

を
聞
い
て
、
身
体
の
緊
張
が
和
ら
い
で
い
く
の

を
感
じ
ま
し
た
。
あ
ま
り
大
き
な
目
標
を
立
て

て
し
ま
う
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
す
ぎ
て
ま

す
ま
す
不
安
が
大
き
く
な
る
の
で
、
自
分
は
小

さ
な
目
標
を
一
つ
一
つ
確
実
に
行
っ
て
い
け
る

よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。　

　

仕
事
が
嫌
に
な
る
日
も
少
な
く
な
い
け
れ

ど
、
や
め
ず
に
い
る
の
は
や
っ
ぱ
り
こ
の
仕
事

に
や
り
が
い
を
感
じ
誇
り
に
思
う
気
持
ち
が

あ
る
か
ら
で
す
。
周
り
に
い
る
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
に
支
え
ら
れ
今
の
自
分
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
仕
事
に

活
か
し
な
が
ら
、
今
ま
で
乗
り
越
え
ら
れ
て
き

た
か
ら
大
丈
夫
!!
と
い
う
気
持
ち
で
今
後
も
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す

ナース
ステーション
ナース
ステーション
ナース
ステーション

ナ
ー
ス

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ナ
ー
ス

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ナ
ー
ス

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

看護部
だより看護部

だより

平成20年5月31日〜6月1日
ｉｎ　喜入の森キャンプ場

新
人
さ
ん
感
想

　

患
者
Ｋ
さ
ん
　
肺
が
ん
末
期
　
72
歳
　
男
性

　

家
族
よ
り
告
知
は
し
な
い
で
下
さ
い
と
の
事
で

し
た
。
発
表
者
は
患
者
さ
ん
に
治
り
ま
す
よ
と
嘘

を
つ
き
続
け
ま
す
。（
以
後
、
原
文
よ
り
）

　

あ
る
日
、
点
滴
を
す
る
た
め
部
屋
を
訪
ね
る
と

奥
さ
ん
は
自
宅
に
帰
っ
て
い
ま
し
た
。
い
つ
も
の

よ
う
に
「
換
気
し
ま
し
ょ
う
ね
」
と
窓
に
手
を
伸

ば
し
た
と
き
、
振
り
返
る
と
Ｋ
さ
ん
の
痩
せ
て
大

き
く
く
ぼ
ん
で
し
ま
っ
た
目
に
は
た
く
さ
ん
の
涙

が
た
ま
っ
て
い
ま
し
た
。「
看
護
婦
さ
ん
、
嘘
を

つ
く
の
は
難
儀
や
っ
た
で
し
ょ
う
。
私
も
知
ら
ん

振
り
を
す
る
の
は
疲
れ
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
お
迎

え
が
来
る
。
明
日
は
も
う
目
を
開
け
ら
れ
ん
気
が

す
る
と
。
お
世
話
を
か
け
た
あ
ん
た
に
最
後
ま
で

迷
惑
を
か
け
る
け
ど
、
あ
り
が
と
う
っ
て
皆
に
伝

え
て
ほ
し
か
・
・
・
」
Ｋ
さ
ん
は
も
う
治
る
と
は

言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
涙
を
こ
ら
え
る
の
が

や
っ
と
で
、
避
け
る
よ
う
に
「
失
礼
し
ま
す
」
と

そ
そ
く
さ
と
病
室
を
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。・
・

中
略
・
・
・　

Ｋ
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
後
、
掃
除

の
為
部
屋
を
訪
れ
る
と
、
ベ
ッ
ド
の
す
ぐ
脇
の
壁

に
拳
大
の
穴
が
あ
い
て
い
る
の
に
気
づ
き
ま
し

た
。誰
に
向
け
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
感
情
を
、

こ
こ
に
ぶ
つ
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。も
う
一
歩
、Ｋ
さ
ん
に
踏
み
込
む
勇
気
が
あ
っ

た
な
ら
、
こ
の
壁
に
向
け
ら
れ
た
思
い
を
受
け
止

め
ら
れ
た
の
に
。
自
分
で
は
精
一
杯
の
つ
も
り
で

し
た
が
「
つ
も
り
」
だ
け
だ
っ
た
こ
と
に
、
い
ま

だ
悔
い
が
残
り
ま
す
。　

・
・
後
略
・
・

　
　

　

い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
発
表
を
聞
く
こ

と
に
よ
り
、
他
者
の
学
び
と
も
な
り
、
互
い
に
看

護
を
深
め
合
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

当
院
で
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
ア
プ
ロ
ー
チ
は
平
成
18

年
１
月
〜
平
成
20
年
７
月
ま
で
月
間
「
看
護
部
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

「
看
護
体
験
を
語
る
」
と
称
し
て

ナ
ラ
テ
ィ
ブ
発
表
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
１
年
目
の
新
人
看
護
師
の

発
表
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ナラティブ
発表会

ナラティブとは？
「narrative」物語、
叙述すること

新人看護師一泊研修
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【
行
事
（
予
定
）】

４
月　

入
園
式

６
月　

遠
足

（
平
川
動
物
園
）

７
月　

七
夕
祭
り

９
月　

運
動
会

12
月　

生
活
発
表
会

３
月　

卒
園
式

事
務
部 

ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
園

ちゅうりっぷ園では
家庭と仕事の両立を支援します

【
開　
　

園
】

平
成
５
年
４
月
１
日　

開
院
と
同
時

【
在
園
児
数
】　

36
名

【
職  

員  

数
】

常
勤
・
10
名
（
う
ち
非
常
勤
５
名
）

　

川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院
に
勤
め
る

職
員
の
乳
幼
児
（
産
休
明
け
０
才
～
）
を

預
か
り
、
小
学
校
入
学
ま
で
の
保
育
を
24

時
間
体
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
の
学
童
保
育
も
可
能
で
す
。（
１

年
生
）

部
門
レ
ポ
ー
ト   

第
１
回

●
看
護
部　
　

濱　

田　

知　

美

　
　

花か　

音の
ん

ち
ゃ
ん　

３
歳
３
ヶ
月　

　
　

武む　

弦げ
ん

く
ん　
　

１
歳
３
ヶ
月

　

私
は
当
院
に
入
職
し
て
今
年
で
13
年
目
に
な
り
ま

す
。
入
職
当
時
21
才
だ
っ
た
私
も
今
で
は
…
…
…
。

そ
の
間
、
結

婚
・
出
産
と
い

う
大
イ
ベ
ン
ト

を
こ
の
病
院
で

過
ご
し
て
き
ま

し
た
。
今
で
は

３
児
の
母
で
す

が
、
私
が
働
き

な
が
ら
子
育
て
で
き
て
い
る
の
は
な
ん
と
い
っ
て
も

院
内
託
児
所
で
あ
る
「
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
園
」
が
あ
る

お
か
げ
で
す
。
上
の
子
が
11
ヶ
月
の
時
か
ら
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
も
う
８
年
の
お
付
き
合
い
で

す
。
何
年
た
っ
て
も
至
ら
な
い
母
親
の
私
や
泣
き
虫

の
娘
、
き
か
ん
坊
の
息
子
た
ち
を
い
つ
も
暖
か
く
迎

え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
後
４
年
ほ
ど
お

世
話
に
な
る
予
定
で
す
。
家
族
全
員
未
発
達
な
部
分

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
長
い
目
で
見

な
が
ら
見
放
さ
な
い
で
い
た
だ
け
た
ら
あ
り
が
た
く

思
い
ま
す
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
事
務
部　
　

宮　

内　

春　

子

　
　

颯そ
う　

大た

く
ん　
　

３
歳
１
ヶ
月

　

ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
園
に
子
供
を
預
け
る
よ
う
に
な
っ

て
１
年
７
ヶ
月
。
最
初
泣
い
て
い
た
我
が
子
も
、
３

歳
に
な
っ
た
今
で
は「
お
母
さ
ん
、い
っ
て
ら
っ
し
ゃ

い
」
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
付
き
で
私
を
見
送
っ
て
く
れ
ま

す
。
い
つ
の
間
に
か
歯
磨
き
が
上
手
に
な
っ
て
い
た

り
、
自
分
の
洋
服
を
た
た
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

り
、「
先
生
が
教
え
て
く
れ
る
ん
だ
よ
。」
と
自
慢
げ

に
教
え
て
く
れ
ま
す
。
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
園
で
生
活
習

慣
を
教
え
て
も
ら
い
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
体
験

さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
（
園
で
と
っ
て
き
た
大
量
の
だ

ん
ご
虫
を
自
宅
に
持
ち
帰
り
、
大
事
そ
う
に
育
て
て

い
ま
す
。）
と
て
も
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

子
育
て
を
し
な
が
ら
仕
事
を
す
る
の
は
大
変
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
園
に
お
世
話
に
な

り
な
が
ら
、
子
育
て
と
仕
事
、
両
立
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

Voice

ママさん
スタッフの
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大
変
、
申
し
訳
な
い
管
理
状
況
で

あ
っ
た
と
反
省
い
た
し
ま
す
。

　

全
病
棟
の
注
入
食
物
品
を
早
急
に

点
検
を
行
い
、
今
後
こ
の
よ
う
な
事
が

無
い
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

 

待
ち
時
間
に
関
し
て
は
大
変
ご
迷
惑

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

診
療
科
・
診
察
の
内
容
に
よ
っ
て

は
、
お
１
人
に
か
か
る
時
間
に
差
が
生

じ
て
し
ま
う
事
も
あ
り
ま
す
。

 

一
時
間
以
上
お
待
ち
に
な
ら
れ
る
場

合
は
、
外
来
受
付
に
申
し
出
て
い
た
だ

く
と
、
担
当
看
護
師
に
伝
え
、
確
認
致

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
尋
ね
て
い
た

だ
く
と
大
変
助
か
り
ま
す
。

  

誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

　

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
方
の
入
院
時
の
説
明
不
足
で
申
し

訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
御
家
族
、
親
族
の

方
の
心
配
、
不
安
は
は
か
り
し
れ
な
い

も
の
と
考
え
ま
す
。
入
院
直
後
や
病
状

が
安
定
す
る
ま
で
は
安
静
時
間
は
病

状
に
よ
っ
て
は
重
要
な
も
の
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
Ｈ
Ｃ
Ｕ
は
診
療

の
都
合
上
、
あ
く
ま
で
も
患
者
さ
ん
の

病
態
を
考
慮
し
た
上
で
面
会
を
制
限

（
御
家
族
の
み
）
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
短
時
間
の

面
会
は
お
通
し
で
き
る
よ
う
配
慮
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点

な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
病
棟
ス
タ
ッ

フ
へ
お
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

ご意見ご意見

ご意見

回答回答

回答

栄
養
食
を
入
れ
る
ボ
ト
ル
か
ら

液
が
漏
れ
て
ポ
タ
ポ
タ
落
ち
る
。

患
者
は
低
栄
養
状
態
で
あ
る
。

改
善
し
て
欲
し
い
。

毎
度
、
予
約
で
時
間
指
定
さ
れ

何
時
何
分
に
来
る
よ
う
に
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
い
つ
も
１
時
間

以
上
も
待
た
さ
れ
ま
す
。

何
と
か
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
？

お
願
い
致
し
ま
す
。

遠
方
か
ら
来
た
家
族
に
と
っ
て
、
仮

眠
室
が
あ
る
の
は
す
ご
く
助
か
り
ま

し
た
。
重
症
な
患
者
の
家
族
ほ
ど
心

配
な
点
も
多
く
、
面
会
時
間
が
も
う

少
し
早
い
時
間
で
あ
る
と
良
い
の
で

は
と
思
い
ま
し
た
。
15
時
以
降
で
あ

る
と
面
会
し
て
か
ら
帰
っ
て
い
く
に

も
大
変
な
事
と
家
族
の
不
安
も
強
く

な
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。
可
能
で

あ
れ
ば
、
短
時
間
で
も
午
前
中
に
面

会
が
出
来
た
ら
不
安
も
減
る
の
で
は

と
感
じ
ま
し
た
。

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

１、 報告事項
　①　５月医療の状況
　　・ 日当円… ………（外来）… … 11,210 円
	 （入院）… … 43,220 円
　　・平均在院患者数…（外来）… ………115 名
	 （入院）… …… 166.6 名
　　・ 平均在院日数… （３ヶ月）… … 15.9 日
　　・ 患者紹介率… ………………… 87.40％

　② ５月損益報告
　③ ５月の診療報酬及び医療の現状について
　④ その他

２、 協議事項
　① 医学部学生奨学金制度への参画について
　② その他

市民病院運営委員会報告

ご
意
見
箱

サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
と
は

　

川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院
に
お
け
る

　

接
遇
を
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
、

　

患
者
に
満
足
の
い
く
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を

　

目
的
と
し
た
委
員
会
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
よ
り
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日　時　７月26日㈯
　　　　17時30分〜
　　　　（雨天時は７月27日）
場　所　永利小学校校庭
催し物　永利小金管バンド演奏
　　　　カラオケ・花火（子供）・

舞踊　他
販　売　焼き鳥・たこ焼き・カキ

氷・アメリカンドック　
他

　ご迷惑をおかけしております駐車場不足ですが、救急外来前の医師駐

車場を一般駐車場として開放するため、現在第二職員駐車場を建設中で

す。（医師の車が職員駐車場へと移動になります。）

　今秋完成予定です。ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。

　

去
る
、６
月
８
日
。
川
内
市
平
佐
町
の「
日

本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
・
バ
プ
テ
ス
ト
川
内
キ

リ
ス
ト
教
会
」（
川
内
活
也
牧
師
）
で
は
、

毎
年
６
月
第
２
日
曜
日
を
「
花
の
日
」
と
し

て
記
念
し
、
教
会
学
校
に
来
て
い
る
子
供
た

ち
と
共
に
「
感
謝
」
に
つ
い
て
学
び
、
市
内

各
施
設
に
花
束
を
届
け
る
行
事
を
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
市
民
病
院

や
消
防
署
、
警
察
署
な
ど
市
内
数
カ
所
を
訪

問
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
院
で
は
３
階
西
病
棟
を
子
供
た
ち
が
訪

問
し
、
職
員
も
子
供
た
ち
の
訪
問
と
励
ま
し

に
大
い
に
感
謝
し
、
明
日
か
ら
の
業
務
に
つ

な
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
花
の
日
」
感
謝
訪
問

永利
地区

ながとし夏祭り

ビンゴゲームや抽選会もあります。
是非、遊びに来てください。

駐車場増設のお知らせ



　�

事務部給与係

花　木　満　宏

　
「
来
月
か
ら
大
幅
値
上
げ　

早
め
の
給
油

を
お
勧
め
し
ま
す
」

　

先
日
も
こ
の
よ
う
な
看
板
を
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
で
目
に
し
ま
し
た
。
ガ
ソ
リ
ン
価
格

の
上
昇
が
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
り
ま
せ

ん
。
一
リ
ッ
ト
ル
80
円
か
ら
90
円
台
で
給
油

し
て
い
た
こ
ろ
か
ら
比
べ
れ
ば
倍
近
い
値
上

が
り
で
す
。
今
ま
で
ガ
ソ
リ
ン
価
格
に
は
、

あ
ま
り
関
心
を
示
す
こ
と
な
く
給
油
し
て
い

た
私
で
す
が
、
あ
ま
り
の
値
上
が
り
に
考
え

ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
病
院
か
ら
自
宅
ま
で
の
通
勤
距
離

が
お
よ
そ
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
比
較
的
近
距

離
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
動
車
で
の
通
勤
を

バ
イ
ク
（
バ
イ
ク
と
は
言
っ
て
も
原
付
の
ス

ク
ー
タ
ー
で
す
が
）
に
変
え
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
自
動
車
に
比
べ
燃
費
が
良
く
、
ガ
ソ

リ
ン
代
の
大
き
な
節
約
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

燃
費
が
い
い
と
い
う
こ
と
は
エ
コ
ロ
ジ
ー
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
雨
が
多
く
、
な

か
な
か
バ
イ
ク
で
通
勤
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
晴
れ
た
日
は
風
が
心
地
よ

く
、
爽
や
か
な
気
分
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
な
る
べ
く
バ
イ
ク
で
通
勤
す
る
よ
う
考

え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
今
後
も
ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
高
騰
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
車
両
等
の
燃
料
費

ば
か
り
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
や

サ
ー
ビ
ス
の
価
格
の
上
昇
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
一
日
も
早
く
ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
低
価
格

で
安
定
す
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

第１回

夏です。ビールのおいしい季節がやってきました。
ビールと問わずアルコールに欠かせないのがおつまみ。
そこで、今回は簡単で身体に優しいおつまみをご紹介致
します。

トマトと玉ねぎのサラダ

① トマトのへたを取り、横に８ｍｍの輪切りにする。
② 玉ねぎはみじん切りにし水にさらす。５分ほどたった

らペーパータオルにとって水気を絞る。
③ 器にトマトを盛り、塩、あらびき黒こしょう各少々ふっ

て玉ねぎ、パセリを散らす。（冷蔵庫で冷やしてもおい
しいです）

④ 食べる直前にオリーブオイル大さじ２〜３をかけ、レ
モン汁適宜かける。

●トマトには
　カリウムが含まれていて塩分代謝をスムーズにしてくれるため、高血圧の予防や改善に役立ってくれます。

さらに、赤い色素「リコピン」は強い抗酸化作用を持っており、発癌の抑制効果があるとして最近注目を集め

ている成分です。また、ビタミン A や C も含まれており、美肌にも効果的です。また、「空腹になりすぎて、胃

がシクシクしてきた〜！ピンチ・・・」という時に、手っ取り早く状態を改善してくれるのが、じつはトマトジュー

ス。胃酸分泌で荒れてしまった胃壁をビタミン A が保護してくれます。なるべく塩分無添加の物を選ぶのがお

勧めですよ。

●玉ねぎは
　「血液サラサラ」食材の草分け！？ですが、これはにおいの元「硫化アリル」という成分の働きで、血液の凝

固のスピードを遅らせます。血栓が形成されるのを防いでくれるアミノ酸の一種「グルタチオン」が多く含ま

れており、肝臓や目に効くとされています。

栄養科　竪山　田 中　　

○トマト……………………………二個
○玉ねぎのみじん切り………大さじ２
○パセリのみじん切り………小さじ２
○レモン絞り汁……………………適宜
○オリーブオイル………大さじ２〜３
○塩
○粗びき黒こしょう（無ければ塩コショウで可）

身体に優しいおつまみレシピ

●●●  作 り 方  ●●●

材 料
（二人分）

編集・発行／川内市医師会立市民病院　編集責任者／事務部長

悲しい出来事


